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　同窓会の会員の皆様に会報40号をお届けし
ます。北海道大学経済学部・経済学院および同
窓会活動の近況などを中心に編集いたしました。
　北海道大学経済学部では，本年４月に久保田
肇教授を引き継いで久保淳司教授が研究院長・
学院長・学部長に就任されました。
　さて，コロナ禍も収束し，世の中は正常化に
向かいつつありますが，皆様はどのようにお過
ごしでしょうか。未曽有の世界的パンデミック
の後は，さらに大きな危機が進行中です。それ
は，世界が人口減少時代に向かいつつあるとい
う事実です（結局，マルサスも既存の経済学も
人口減少が経済にもたらす深刻な状況は予見で
きなかったと思います）。食料が十分供給され
るにもかかわらず，北海道をはじめとする多く
の市町村が，人口減少のため消失をすることが

予想されています。最近，仕事でフランスに
行く機会があったのですが，都市では，アフ
リカからの移民と思われる人々を多く見かけ
ました。人口減少の時代であると同時に，ア
フリカの時代が目の前に来ているような気が
します。日本は移民に厳しい政策を続けてい
る国ですが，人口減少を抑制するためにも移
民に対して門戸を広げる時期にきているので
はという気がします。このような不確実な時
代を迎えるにあたり，高度なスキルを持つだ
けでなく，将来への確かな見識を持った人材
を供給するための教育拠点として，北海道大
学および経済学部の重要性がますます高くな
ることは言うまでもありません。
　このような人材育成の一助になることを目
指して，同窓会が近年取り組んでいる活動を
ご紹介します。最初に，長く本学で教 を執
られ研究分野でも多くの業績を残された園先
生のご寄付によって「園信太郎賞」が昨年，
創設されました。統計分野を学ぶ学生たちを
支援したいとの園先生のご意志に従い，統計
学検定１級及び準１級を通った学生に対して，
同窓会として奨学金を授与することに決定し
ました。今年は，この難関な試験に対して，
２名の受賞者を出しました。

　２つ目は「北海道の経済を活性させるため
の地域経済活性プラン」の募集とプレゼン
テーションを行うイベントを一昨年から始め
ました。昨年は８チームが参加し競い合いま
した。市町村消失が進むと予想される北海道
経済を理解する一方，人口減少対策を考える
きっかけになればという目的で始めました。 
　３つ目は「出前講義」です。昨年は経営学
の平本教授にご協力いただき講義をもうけま
した。今後も広く講師を同窓会の皆様に募り，
皆様ご自身の人生における貴重な体験やお仕
事についての意義を現役の学生たちに語って
いただき，学生たちへの就職選択の一助とな
るようこの講義を発展させたいと思っていま
す。
　３月22日には令和５年度の卒業式が行わ
れました。経済学部の学部卒業生は203名，
大学院の修士課程，会計専門職大学院，博
士課程の修了者が62名，合計265名でした。
大学を巣立っていく皆さんの今後のご健闘を
祈ります。
　最後になりますが，会報40号にご寄稿く
ださいました皆様や，会報作成にご協力をい
ただきました事務局の皆様に心から感謝いた
します。

北大経済学部
同窓会会長
板 谷 淳 一

（昭和53年卒）

ごあいさつ
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巻 頭 言
経済学研究院長
（学院長・学部長）

久　保　淳　司

本年４月１日から，経済学研究院長・経済学院長・経
済学部長を仰せつかりました。どうぞよろしくお願いい
たします。無我夢中で執務にあたってきましたが，ふと
気がつくと北大祭の季節を迎えていました。キャンパス
には学生だけでなく，学外の老若男女問わず多数の方も
来学され，熱気にあふれていました。新型コロナ感染症
の５類移行から１年が経って元のキャンパスに戻ったよ
うです。
キャンパスの活気は戻りましたが，授業風景はコロナ
禍を経て大きく変わりました。資料を紙で配布して，板
書で授業を進めるというのが一般的なスタイルでした
が，今では，教育情報システムELMSを通じて資料は電
子的に共有され，学生は各自のPCの画面でPowerPoint
資料や補助資料を見ながら教室で授業を聴いています。
紙による配布という物理的な制約がなくなったので，豊
富な資料を活用した授業が可能になり，特に基礎的・土
台的な部分の理解が大いに進んでいます。われわれ教員
に関しても，ごく一部の要機密のものを除いて，会議は

オンラインで開催しており，育児中の教員が自宅から参
加したり，出張先の会議室やホテルからでも参加できた
り（させられたり！？），といったように便利に活用し
ています。
本年４月１日には，酒本隆太准教授，山口久瑠実講師，
謝子晋講師，姜雅兮（ジャン ヤシ）助教，王科淞（ワ
ン　ケソン）助教の５名の新任教員を迎えました。同窓
会の皆さまには，山口講師が，この３月に本学院の博士
後期課程を修了して，直接本研究院の講師となったこと
を特筆大書させてください。このような教員の採用は，
本研究院史上初めてのケースで，本学院の優れた研究者
養成力の具現として，今後の教育・研究の発展を期待し
ています。来る者あれば去る者ありの理のとおり，樋渡
雅人准教授が母校東京大学大学院総合文化研究科へ転出
されました。特に国際化の面で大きな痛手なのですが，
招へい教員およびREBN客員研究員として，本研究院と
の関係を保ってくださっています。
同窓会におかれましては，現役学生に対する金銭・物
資の支援にとどまらず，「園信太郎賞」の創設のように，
学生を学問の道に誘うような企画を実行していただいて
おり，深く感謝しています。国立大学をめぐる情勢が年々
悪化している中，我々が成さねばならないことは我々自
身が努力することは当然として，それを超える部分につ
きましての引き続きのご支援を賜りますようお願い申し
上げます。

北大経済学部　同窓会報
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新任の挨拶新任の挨拶
平　野　智　久（2023年度着任）

2023年４月より北海道大学
大学院経済学研究院准教授と
して着任しました。主に会計
専門職大学院で「財務諸表論」
「会計事例研究」「国際財務報
告基準論」を，また本年４月
からは学部３・４年生向けの
「演習」も担当しています。な
お，今年度は学部相談員やク
ラス副担任として，学部１年
生と交流する機会もあります。
会計学は，カネの数え方（殖やし方ではない）にかんす
る学問であり，各種の簿記検定や公認会計士・税理士と
いった国家資格でお馴染みですね。試験では１問でも多く
正解することが最重要ですが，会計基準を暗唱したり計算
のテクニックを身体で覚えたりが最善の勉強法とは限りま
せん。担当教員からは現行制度とは異なる考え方や学会に
おける最先端の議論を紹介し，学生はそれらをふまえて自
分自身の意見を論理的に述べる……そのような双方向型の
授業を意識しています。会計基準とは（現在の，その法域
での）社会で合意されている制度であって，時代や場所な
ど環境が変われば相応しい制度も異なり得るからです。
2012年秋から10年半にわたり福島大学で教育・研究に従
事するなかで，原子力発電施設の廃止にかんする会計問題
を取り上げる機会がありました（平成28年度日本簿記学会
奨励賞；平成29年度学長学術研究奨励賞）。北海道大学に
所属する会計学徒として何ができそうか，これから少しず
つ探していこうと思っています。今後ともよろしくどうぞ
お願いいたします。

牧　岡　　　亮（2021年度着任）
2021年８月に北海道大学経
済学研究院にテニュアトラッ
ク講師として着任し，2024年
４月より准教授になりました。
学部では経済学応用（産業組
織論），大学院では応用ミクロ
経済学などの授業を担当して
います。研究では，国際経済
学や応用ミクロ経済学，その
中でも特に，データを用いて
国レベルの貿易政策や企業に
向けた輸出促進政策などが，国もしくは企業にどのような
影響を与えるかを主に研究しています。
着任してからすでに数年経ちますが，北大の印象として
は，広大なキャンパスがきれいなことと，学生の方々が少
し控えめですが，素直で真面目で頭が良いという印象を
持っています。また札幌の街自体についても，安くておい
しい食べ物がたくさんあることや，自然が多く，車で数十
分・数時間行けばいろいろな町に行けるという立地であり，
非常に好印象をもっています。
現在私は，2024年４月より２年間の在外研究の期間をい
ただいており，アメリカのペンシルベニア州立大学という
ところに滞在しています。同大学は，私が博士号を取得し
た学校ということで，教員や学生などにも知っている顔が
あり，楽しんで研究に勤しんでいます。ただ，家族ととも
に滞在しているのですが，週に１回以上必ず出てくる話題
としては，「札幌の安くておいしいレストランに行きたい」
ということです。安くておいしいレストランのある環境
は，３月までは当たり前のように考えておりましたが，無
くなってそれらの大切さを再認識しているところです。
在外研究に出る以前は，主にコロナ過であり，また私自
身のゼミを開講していなかったということもあり，講義以
外で学生の方々と関わることが比較的少なかったと感じて
いました。2026年に北大経済学研究院に戻る際には，これ
まで以上に学生の方々とかかわることができるかと思って
おり，今から楽しみにしております。

札幌のマンスリー
マンションなら
ノースステイへ！
北大関係者様多数
ご利用いただいて
おります。

北大経済学部　同窓会報
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　1997年４月に北大に着任し翌年からゼミを担当して，早
いもので27年目になります。この間，150名以上のゼミ生
が社会に巣立っていきました。
　わたしの着任後，経営学分野の大御所でいらっしゃる寺
本義也先生が1998年４月に北陸先端科学技術大学院大学へ
転出することが決まり，寺本ゼミ生を７名ほど，わたしの
ゼミの第１期生として引き受けることになりました。「『て
らもと』と『ひらもと』はたったの１字違いなので，何と
かなるだろう」と寺本先生がお考えになったかどうかは定
かではありませんが，こうして初年度のゼミがスタートし
たことは懐かしい思い出です。
　かつては毎週21時か22時までゼミを行い，その後にはほ
ぼ毎回，正門すぐの居酒屋「松」をはじめ，いろいろな飲
み屋で明るくなるまで打ち上げ（という名の「本ゼミ」）
を行っていました。今では学生の気質が変わり，わたしの
体力も落ちました。さらにはコロナ禍のせいで，飲み会は

おろか対面ゼミさえ出来なく
なってしまい，こうした「昭
和的慣習」も完全になりを潜
めました。今では定刻の18時
までにゼミが終わります。い
やはや，品行方正にもほどが
あります…。
　ゼミOB・OGのみなさんが，
今でもたまにゼミを訪れてく
れたり，会合に誘ってくれたりします。当時は頼りなげな
学生だった彼／彼女らが立派な社会人になり，それぞれの
分野で大いに活躍しています。このことが何にも代えがた
い一番の喜びです。
　定年までわずか数年ですが，限られた残りの時間で「こ
の世界を良くしてくれるポテンシャルのある人材」を輩出
できればと願っています。引退後もゼミOB・OGのみなさ
んと折に触れて交流が出来ることを楽しみに，最後のひと
ぶんばりを頑張りたいものです。

ゼミ生からのメッセージ

□現役ゼミ生から 学部４年　古畑慧多さん
　現在平本ゼミには４年生９名，３年
生６名の計15名が所属しています。日
頃のゼミでは，教科書の輪読などを通
して，経営学（特に経営戦略論）につ
いての理解を深めています。
　私が平本ゼミを選んだ理由は，高校
３年生のときに参加したオンライン
オープンキャンパスにて，平本先生が
経済学部の説明をする際に用いていた，屋外でのゼミの集合
写真が印象に残っていたからです。随分と前のことなので写
真の細部までは覚えていませんが，豊かな自然と素敵な先輩
方が写ったその風景への憧れを糧に，受験勉強に励んでいた
ことを確かに記憶しています。
　ゼミ選考に運よく合格し，平本ゼミの一員になってから一
年と数カ月が過ぎましたが，振り返ってみると想像以上に充
実していたように思われます。ゼミでの学びに関しては，博
識な平本先生の丁寧なご指導のおかげで，知識を増やし，物
事をより深く考えられるようになったと実感しております。
　ゼミ以外の場でも，ゼミ生同士の仲が良いため充実して過
ごしています。４年生はグ
ルメが多く，よく食事や飲
みに行きます。また，先日
はジンパが開催され，学年
を超えた交流を楽しみまし
た。
　平本先生や他のゼミ生へ
の感謝を忘れずに，残りの
大学生活を楽しみたいと思
います。

□ゼミで感じる心地よさと刺激

学部３年　安保萌生さん
　「平本先生の博学多才なところ＋ゼミ生同士の会話におけ
る良い雰囲気」これらが私の平本ゼミへの志望動機でした。
２年次前期の平本先生の講義において，経営学だけでなく，
多様な分野に精通していることを知りえたことで，「平本先
生のお話を沢山聞いて，自分の知見をもっと多方面に増やし
ていきたい」と思いました。ゼミに入った後，同期３年生５
人に志望動機を聞いたところ，みんなが同じ思いでゼミを選
んでいたことが分かり，笑いあったことを覚えています。
　現在，ゼミに入り３か月ほど経ちましたが，ゼミ生同士や
先生との会話の心地よさは変わりません。ゼミの中で，ゼミ
生独自の「議論点」を持ち寄り，話し合う場があるのですが，
いろいろな意見や視点があるので，毎回新たな気づきにわく
わくしながら，刺激を受けています。さらにそこに先生の知
見が加わることで，ゼミ全体の議論が深まります。この瞬間
が，わたしの好きな時間の一つです。
　また，就職活動が始まってきましたが，みんなが色んな業
界・業種を見ているので，各々の話を聞けることがとても有

意義な時間になっています。
　平本ゼミは同時に，
同じくらいの熱量を
もって臨んでいるゼ
ミ生が多いので，モ
チベーションをお互
いに高め合いながら
活動できるのが大き
な魅力の一つのよう
に感じます。

ゼミ紹介 平 本 ゼ ミ
ゼ ミ の 活 動
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卒業生からのメッセージ

平本先生へのメッセージ
田中直樹さん（平成11年修士修了　NTTコミュニ
ケーションズ→NTTアーバンソリューションズ）

　私は平本研究室において，修士課程を最
初に修了した学生でした。北大経済学部を
卒業しましたが（学部時代は吉田文和ゼミ），
社会人になって勉強不足を痛感し，会社を
辞め３年後に大学院の門をたたいて入学し
ました。
　平本先生は，私の大学院入学と同じ年に，
滋賀大学から助教授で北大に着任されまし
た。当初は寺本義也教授，平本助教授に師
事し，寺本教授のご異動により平本先生と

マンツーマンという大変贅沢な環境下で，ご指導を受けました。当時，
若手教員として年齢も近く，兄のような存在で，学部ゼミ生と一緒に，
ゼミ議論後のお決まりのコースで楽しく語り尽くしたり，スキーにご
一緒させて頂いたり，私の音楽の演奏会にもお越し頂いたりと，学業
以外でも大変お世話になりました。勉強不足の私に対して親身に様々
な文献や論文集を紹介いただき，図書館や院生室に籠り，一心に読み
漁っておりました。修士論文も最後の96時間は完全徹夜で，先生が心
配して代わりに前の版で提出して頂き，差し替えでしのいだことを鮮
明に覚えております。お陰様で修士論文発表会だけは，会心の発表が
でき，平本先生は勿論のこと，院生経営合同ゼミ教授陣の愛のこもっ
たご指導の賜物と，心より感謝しております。大学院修了後，社会人
としてビジネス界で活動し，北大の人材を社会に送り届けることに尽
力しましたが，本当の意味で，平本先生への恩返しや社会へ役に立て
ているかを自問している毎日です。北大生は大器晩成型と言われてお
り（揶揄？），人生100年の中で，恩返しができるチャンスはこれから
だと思っております。今回も少しでもお役に立てればと思い拙筆なが
ら思いをつづりました。平本先生，ありがとうございます。そして引
き続き一生ご指導ください。

自分が成長していくことが実感できるゼミ
渡邊勇喜さん（平成17年卒　渡辺組代表取締役社長）

　平本先生には，2004年～2005年のゼミに
てご指導いただきました。私は，中学高校
の頃から，経営戦略やマーケティングに興
味があり，希望は平本ゼミ一択でしたが，
人気で選考があり，無事にゼミに入れて
ホッとした記憶があります。
　平本ゼミは，ゼミ自体への臨み方，ディ
スカッションで発言する意見の一言一句か
ら，プレゼンテーション資料の細部まで本
当に厳しく指導をいただき，当時の経済学

部のゼミの中では一番厳しかったのではないかと思います。その意味
では，先生と良い意味でぶつかるメンバーもいたり，自分のアウト
プットに悩み苦しむ学生も多数いたかと思います。
　私は自分で望んだ道でしたので，厳しく指導されればされるほど，
自分が成長していくことが実感できるような感覚があり，どんどんと
真剣にゼミにのめり込んでいきました。ゼミの濃密なディベートで脳
みそからたっぷり汗をかき疲労した後は，みんなで楽しくお酒でクー
ルダウンが毎週のルーティン
です。時には朝まで先生にお
付き合いいただきました。
そんなゼミの２年間が，社会
人になってからの自分のベー
スになっていったことは紛れ
も無い事実です。面と向かっ
てあまりお伝えする機会があ
りませんが，先生には大変感
謝しております。
　またお会いし，お酒を酌み
交わしながら，懐かしい話で
盛り上がる日を楽しみにして
います。

経営戦略×熱い議論×ビール＝平本ゼミ
鎌田（旧姓前川）知恵美さん（平成14年卒　札幌学
院大学事務局）
　1998年入学，平本ゼミ４期生です。よく学び，ほどよく遊べと平本
先生はよくおっしゃっていました。ゼミでは経営戦略の本を読み進め，
グループでの研究発表などをおこなっていました。
　私が３年生の時に初めてゼミでビジネスゲームをおこないました。
経営資源を取捨選択し，シミュレーションをおこないながら，チーム
毎の売り上げを競いゲーム後は経営戦略の振り返り・分析を行うとい
うものでした。
　当時ゼミとして授業時間で設定されていたのは18時頃までだったと
記憶していますが平本ゼミでは18時に通常のゼミの時間が終了した後，
「さて，ビジネスゲームやるかっ」と延長ゼミがはじまります。他の
ゼミは終わり，経済学部の１階がシーンと静まりかえっている中，平
本先生を中心に22時までゼミ室でビジネスゲームに白熱していました。
途中の休憩時間には１階入り口付近にあった休憩スペースで同学年の
ゼミ生とたむろして「売上があがらない～経営がやばい～」など談笑
していました。ゼミでダメ出しをもらった卒論に嘆いたり，バイトの
愚痴を言ったり，いかに単位を取るか対策を練ったり等々。他愛のな
い話をして何でもない時間を過ごしていた日々が思い出されます。そ
ういえば今は考えられませんが当時はその休憩スペースで喫煙可能で
した。ゼミ終わりには飲み屋さんに移動してさらにゼミ延長戦。先生
の熱いお話をお聞きしつつ食べる「松」のしめさばとししゃもが美味
しかったです。
　卒業から20年以上たち
よく勉強したはずの勉強
部分はすっかり記憶の彼
方ですが（先生すいませ
ん），ほどよく遊んだこと
はふと思い出します。平
本先生の魅力に集まった
仲間と過ごした日々は忘
れられません。平本ゼミ
で過ごした日々に感謝で
す。

平本ゼミでの貴重な思い出
菅原　帆栞（令和５年卒　JR西日本）

　平本教授には，2022年の４月から２年間
お世話になりました。特に，４年生での卒
業論文については丁寧で温かいご指導をい
ただきました。真剣に取り組めば，その分
教授も真 に向き合ってくださる。そんな
環境があったからこそ，卒業論文に対して
抱いていた「卒業さえできれば」という当
初の思いは，いつしか「集大成として妥協
したくない」という思いに変わり，思う存
分卒業論文に打ち込むことができました。

この春には，「精一杯やりきった」そんな自信を自分の中に抱きなが
ら，卒業を迎えることができたことを覚えています。平本教授と卒業
論文を通して関わる中で，３年生の頃に比べグッと距離が縮まったこ

とも大変嬉しく思います。又，半
分はコロナ禍であった私の大学生
活を彩ってくださった平本ゼミの
先輩方，後輩，同期にも感謝の気
持ちで一杯です。
　現在は，鉄道会社に就職し，福
井で駅員として仕事をしています。
お客様と直接関わる仕事であるた
め，嬉しいこともある反面，辛い
ことももちろんありますが，楽し
く働くことができています。札幌
に訪れた際には，平本教授をはじ
め，ゼミの皆様とお会いできれば
嬉しく思います。

現在の休憩スペース
今もゼミ生たちが「たむろ」している
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懐かしの佐々木隆生ゼミ

1977年２月１日，気温が零下10度を下回る札幌に赴任し，
1978年から2021年に退職するまでの30期，241名のゼミナ
リステン（他学部２名，学部生・大学院生を含む外国人留
学生37名，社会人聴講生１名を含む）とゼミ生活を送り
ました。第１期生11名とゼミを始めた時は，まだ大学紛争
の名残があった頃で，「佐々木君のゼミは革マル，赤ヘル，
民青などが混じっていて大変だねえ」とある先生から言わ
れたのでしたが，みなゼミのテキストを学問的に検討する
議論を楽しみ，私を含めて参加した79年秋季ソフトボール
大会優勝を果たし，茨戸レガッタに出場し，大滝村のセミ
ナーハウスで合宿を行い，冬はスキー合宿を楽しむなど，
まことに和気藹々とした生活をおくり，その伝統は以後退
職まで続きました。また，ゼミには，助手・大学院生も参
加したのですが，おかげで何期にもわたってゼミナリステ

ンの交流も生まれました。
　ゼミのテキストは，1989年の
12期から英語原書を用い，学生
は大変だったかと思いますが，
北海道大学の学生らしく６月く
らいになると新入の学生も議論
するようになったものです。ゼ
ミ生募集の頃，そのころあった
クラーク会館の生協の書店で本
を探していた時に，本棚の向こ
うにいる学生が「佐々木ゼミは，
英語あり，数学あり，サブゼミありで，時間も遅くまでや
るようだし，入る奴はいるのかな」と話していたのを覚え
ています。

近影

ゼミナールを顧みて

1978年佐々木ゼミ草創

先生に育ててもらった人たち皆が
佐々木ゼミ生

　70年代後半，東西冷戦下ながらベトナム戦争が終わり，オイルショッ
ク，ドルショック，変動相場制への移行，南北問題・・・世界は転換
期を迎えていた。学内では「政治の季節」が終わりイデオロギーでは
解けない時代の変化を見定めようという意識が兆していた。おりから
北大経済学部に降臨した29歳の若手マル経学者　佐々木隆生氏が示し
た1978年ゼミ生募集のシラバスが下記である。

　そのもとに硬軟，左右混在した？11人の一期生メンバーが集い，緊
張感に包まれて「帝国主義論」をテキストに始まったゼミは，佐々木
先生の指導のもと意外なほど？真 に学者レーニンに「内在」するこ
とになった。２期生３名を加えた翌年のテキストは，村岡俊三氏の「マ
ルクス世界市場論」。資本論後半体系を解き明かすという難解な労作
は，新たなステージに至った現代資本主義への視点を与えてくれた。

　さらに，若くエネルギッシュな佐々木氏のもと，伝統を持たぬ草創
期のゼミは，「よく学びよく遊ぶ」ゼミでもあった。ソフトボール，
レガッタ，スキー，麻雀・・・。大滝セミナーハウス合宿での冷汗も
ののアクシデントも，今となれば，良き思い出。その後それぞれ社会
に巣立った私たちにとって，２年間の佐々木ゼミ生活は以後の世界観
の視座を得たとともに，師と友と共有する思い出の宝庫となった。

１期生

　北大を卒業後，不動産開発投資の世界に飛び込み，あっという間に
36年余りが経ちました。真面目なゼミ生ではなかった僕ですが，この
寄稿の機会を頂き，佐々木ゼミでの日々を思い出し懐かしい気持ちで
いっぱいです。
　佐々木ゼミに入った時，先生は41歳。スマートで格好よく，あまり
大学の先生らしからぬ雰囲気（スミマセン！）で，普段は兄貴のよう
な感じでゼミ生に接してもらいました。一方，ゼミは世界経済論のゼ
ミでしたが，先生のお話はアダム・スミスやリカードの古典からポス
トケインジアンなど幅広い範囲に及びつつ，いつも喧々諤々熱い議論
が交わされていたことを思い出します。
　卒業後，僕は東京でゼミ会の幹事的役割をやらせてもらっていまし
た。先生のご人望の厚さから，ゼミ会だけではなく，学部や大学院，
公共政策大学院で指導を受けた学生や研究者の方々の参加も多くあり
ました。会では幅広い世代，様々な場面でお
世話になった方々が集まって先生を中心に
熱く楽しく盛り上がり，先生に育ててもらっ
た人たち皆が「佐々木ゼミ生」だと感じら
れる時間でした。
　忙しさに感けてゼミ会の方もしばらく開
催できていませんが，機会があればALL佐々
木ゼミ生で昔のように盛り上がりたいもの
です。 ９期生

農業　楠　順一（昭和55年卒）

三井不動産株式会社 執行役員海外事業一部長

小野　雄吾（昭和63年卒）

1979年学内レガッタ出場 追い出しコンパ　1980年1月ころ
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よく学び，よく遊び

　私は，13期（1991～92）のゼミ生です。佐々木ゼ
ミ史で言えば丁度真ん中あたりです。
　同期は全部で６人。教養学部で先生の世界経済
の講義を受講し，その（難解なのに！）面白さと，
闊達なお人柄に惹かれて集まったメンバーです。し
かしこの期で特記すべきことは，何と先生が米国の
プリンストン大学に研究に行かれて，丸々１年いな
かったこと！先生不在の間も，何とかゼミ生だけ
で，けなげに週１度のゼミとサブゼミを行っていま
した。今思うとサボる人など全くおらず（寝過ごす
人はいても），何と勉強熱心だったのだろうと微笑ましいです。
　当時は北大文系長屋の南端，経済学部棟の１Fに「ゼミ室」があり，
ゼミ発表の担当者の打ち合わせや予習に使うのはもちろん，何となく
寄ってダベったり，三々五々飲みに出かけたものです。文武両道な先
生の影響で，慣れないディベートが大変なゼミ合宿の他に，スキー合
宿もあり，皆で良く学び，良く遊びました。
　先生の学問に対する真 な情熱，さりながら拙い意見だろうが議論
ウエルカムな懐の深さによって，学問する楽しさを知ったことはそれ
ぞれの財産となりました。先生は退官された今も，「古典に親しむ会」
という（この６月９日に134回を数えました）勉強会を開いて下さっ
ていて，有志が集まり未だにゼミは続いています。
　以上，30年以上も前の話。かなり記憶がおぼろげで，14期の今中智
佳子さんに記憶の補完を手伝って頂きました。 13期生

古本とビール　アダノンキ　石山　府子（平成４年卒）

佐々木ゼミを範として 佐々木ゼミの想い出

私の人生において重要な存在私の人生において重要な存在

　佐々木ゼミには，学部時代と修士・博
士院生時代から助手時代まで長らく所
属していました。多くの思い出がありま
す。そして佐々木ゼミで学び培ったこと
が，今の私のゼミや仕事の多くの基礎と
なっています。
　ゼミでは輪読や討論とともに，たとえば８－９期生とパンツ一
丁で，「佐々木ゼミ，No.1！」と，サザンのBANBANBANで歌
い踊ったことも思い出深い。合宿の度に毎回やってブームでした。
　そして佐々木先生のアメリカ研修中，博士院生の時に12－14期
と１年間，学生だけで毎回５時間くらいゼミを行ったことを今も
よく思い出します。リピエッツやマルクスも読みました。ゼミ後
は北18条の多良福でアフターゼミでした。例年のゼミ合宿ととも
に，雨竜沼も士幌小屋に泊ってワイン祭りも行きました。雪祭り
でシマフクロウも作りました！
　佐々木ゼミで多くの友人を得ることも出来ました。上記のゼミ
生はもちろん，色々な期のゼミ生と，今でも札幌や東京や福岡で
よく会っています。ゼミの仲間は宝ですね！１期から最後の期ま
で多くの方々とも，15周年や20周年の大同窓会，佐々木先生の還
暦・退官・古希の際の集まりなどでお会いしています。
　佐々木ゼミを範として，私も九大でゼミを行って来ました。私
の担当は伝統科目「世界経済」です。もう赴任して27年目でゼミ
生も27期になります。毎年，卒業論文集とともに，佐々木ゼミの『パ
ンゲア』のような文集『志賀島』も出し続けています！修士・博
士ももちろん育てています。自身の研究では，修士論文以来，世
界経済とASEANの研究を続けています。北海道の殖民軌道・簡
易軌道の研究も続けています。
　佐々木先生，佐々木ゼミの皆さん，是非，末永くお付き合いい
たしましょう！ ７期生

　私が佐々木ゼミの門を叩いたのは世界経済に興味があったとい
う高尚な理由ではなく，「世界経済論」という響きがかっこいい
くらいのいい加減な理由でした。当時の佐々木ゼミには院生も出
席されていて，毎回最後は先生と院生の議論が中心になり，学部
生だった当時の私には付いていくのが困難でした。しかし，難解
な議論の中に身を置くことは実に心地よい経験でした。その心地
よさにすっかり魅せられてしまった私は大学院に進学し，佐々木
先生には学部を含め約９年半もの長きにわたり指導していただき
ました。
　私は多部門モデルを用いた理論研究に従事していますが，大学
院での佐々木先生との『資本論』の通読は私にとって「本源的蓄
積」でした。ゼミでは，古典派やマルクスを発展・批判した多く
の現代数理モデルを紹介していただきました。マルクスは常に私
に経済学を考える際の出発点を与えてくれていますし，大学院で
ふれた数理モデルは私の研究の礎になっています。

　今でも佐々木先生とお会
いする度に研究上の助言や
哲学・歴史等をご教授いただ
き，感謝の念に堪えません。
いつまでも指導を仰ぐ不肖
の弟子ではありますが，これ
からもよろしくお願いしま
す。先生，いつまでもお元気
で！ 18期生

　1993年，私は佐々木ゼミの16期生と
して入学しました。最初は研究生とし
て，その後佐々木先生の指導の下で修
士課程，博士課程へと進学しました。
　佐々木先生は，研究者としてだけで
なく，人間としても尊敬できる方です。
学問的な議論を重視する研究環境を整
備し，世界の経済や政治に関する様々
な課題を取り上げ，ゼミ生の成長を支えてくださいました。私は
外国人女性であるにもかかわらず，佐々木先生は他の学生と同じ
ように私を受け入れてくださいました。私の「特異性」を重荷に
感じることもなく，むしろそれを肯定し，活かせるように指導し
てくれ，私もゼミのみなさんに対して貢献することができたと感
じさせてくれました。例えば，私と同じイタリア出身のパシネッ
ティ教授のモデルをゼミで取り上げて研究していた年に，私の提
案でパシネッティに連絡し，日本に招請し，それをきっかけに様々
な研究交流が始まりました。その後教授になった同級生や後輩た
ちは，その国際的な研究交流を今でも続けています。
　帰国してからしばらく経って，私の人生は経済学から離れてし
まいましたが，先生から学んだ深い思考の仕方，内容が深くても
誰でも理解できる説明の仕方，様々なことに好奇心を持つこと，
人間に対して優しさや好奇心を持つことなど，今でも仕事の中で
役立っており，佐々木先生は私の人生において非常に重要な存在
であります。

九州大学大学院経済学研究院教授　清水　一史
（昭和62年学部卒，平成7年博士後期課程修了）

東北大学大学院経済学研究科教授　黒瀬　一弘
（平成９年学部卒，平成17年博士後期課程修了）

Micaela Notarangelo（平成10年博士後期課程修了）
IBCLC（国際認定ラクテーション・コンサルタント）

アメリカより届い
た手紙にあった先
生の自画像
（卒業する12期生へ）

2010年秋　学士会館にて
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よい子の本音
－組織における過剰適応のメカニズムの解明－

NEC　梶　野　智　暉
（令和６年卒）

　この度は，特選論文の「優秀賞」という栄えある賞を賜り，
心よりお礼申し上げます。
　私は「過剰適応」をテーマに論文を執筆しました。過剰適
応とは，自分の気持ちを抑えて周りの期待に応えようとする
傾向であり，「よい子（いい子）」が陥る傾向とも言われます。
近年では，Z世代の若者心理を「いい子症候群」と名付けて，
その実態を捉えた金間先生（金沢大）の著書が話題になりま
した。
　学術の世界でも，過剰適応の研究は盛んに行なわれていま
す。特に2000年頃に過剰適応傾向を測定する心理尺度が開発
されて以来，定量研究の蓄積が進みました。尺度を用いた定
量研究では，アンケートの結果をもとに明快な結論を導き出
すことができます。一方で，自分の気持ちを抑えがちな人に
フォーカスするにも関わらず，彼らが本音でアンケートに答
えたかどうかが検証できず，課題として指摘されていました。
　そこで，本研究では２種類の調査を実施しました。１つは
心理尺度を用いたアンケート調査，もう１つはインタビュー
調査です。そして，研究課題を「過剰適応がなぜ・どのよう
にして生じるのか，そのプロセスを明らかにする」こととし
て，データ分析を行ないました。結果として，これまでタイ
プ分けできるという発想が主流ではなかった過剰適応が，２
タイプに分けられることが確認されました。１つ目は，低い
状態にある心理的満足度（例えば「自信がない」など）を高
めるための方略として適応行動をとるタイプです。他者から
の評価を気にしすぎてしまう人とも言えます。２つ目は，元々
心理的満足度が高い状態で，組織がうまくいくように「責任
感」や「事なかれ主義」を発揮して適応行動をとるタイプで
す。全体志向で，最悪の事態を回避することへの関心が強い
人が当てはまります。
　総じて「よい子」は適応力が高く，組織活動を円滑化しま
す。反面，欠乏した自信を満たすためにコミットするあまり
バーンアウトに陥る，波風を立てないことで健全なコンフリ
クトをもみ消すといった側面もあります。「よい子」が生み
出す負を防ぐにあたって，まずは彼らへの理解を深めること
が肝要になります。そんなときに，本研究が解決の一助にな
れば幸甚です。

※「優秀賞」を受賞されたもう一方福嶋卓さんとは連絡がとれませ
んでした。

１次自己回帰モデルにおける
最小２乗推定量の漸近的性質について
北海道大学大学院経済学院１年　中　尾　光　佑

（令和６年卒）

　この度は，特選論文経済学部長・同窓会長賞最優秀賞に選
出して頂き誠にありがとうございます。大変嬉しく，また光
栄に感じております。以下，簡単に卒業論文の内容を紹介い
たします。
　今回，私は「１次自己回帰モデルにおける最小２乗推定量
の漸近的性質について」というタイトルで論文を執筆いたし
ました。この「漸近的」という用語は，統計学では「標本の
数を限りなく大きくした際の」という意味で用いられます。
推定量の漸近的性質で最も基本的なものは一致性と漸近正規
性です。これらの性質がある場合には，標本数が十分大きい
状況における推定量の近似的な分布（正規分布）を用いた統
計的推測が可能であり，このことが漸近的な性質を調べる動
機となっています。
　さて，本論文の目的は，１次自己回帰モデルにおけるパラ
メータの最小２乗推定量が上の一致性および漸近正規性を持
つことの証明です。自己回帰モデルとは，自身を自身の過去
の線形結合と誤差項の和で表す最も基本的な時系列モデルの
１つです。時系列モデルを扱う難しさは，基本的な独立同一
分布の場合の結果を使用できないことにあります。そこで，
本論文ではマルチンゲールと呼ばれる従属性を表す概念に着
目し，それに連なる議論によって最終的に推定量の漸近分布
を導出しました。これにより，あとは漸近分散の一致推定量
さえあれば，モデルの各パラメータに関する仮説検定が可能
です。
　私は本研究を通じて，困難な事柄に継続的に取り組む能力
を培うことができたように思います。実際，初めて研究に取
り組む中で，自身の知識不足・経験不足を痛感する場面が多々
ありましたが，その都度試行錯誤を繰り返し，最終的に自ら
の手で論文を完成させたことは，非常によい経験になったと
感じます。加えて，このような形で論文を評価していただき，
自信に繋がりました。
　卒業論文を執筆するにあたり，指導教官である柿沢佳秀教
授には多大なるご指導を賜りました。研究テーマの選定から
論文の執筆に至るまで，各段階における適切なご指導がなけ
れば本論文の完成はありませんでした。また，同じゼミの皆
さんには，研究に取り組む上で多くのよい刺激をいただき，
非常に感謝しております。引き続き大学院でも研究に邁進し
てまいります。

受賞の喜びと
感謝の思い

北大経済学部　同窓会報
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― ―  同窓生同窓生のの近況近況 ― ―

偶感
加　藤　剛　規　（晃規）（昭和35年卒）

この７月に満86歳になった。所謂「五感・五官」が衰え
てきた。

①　見る（目）　　　→　　読書力が落ちる。
②　聞く（耳）　　　→　　会話力が低下する。
③　嗅ぐ（鼻）　　　→　　嗅覚が鈍くなる。
④　味わう（舌）　　→　　味覚力が落ちる。
⑤　触れる（皮膚）　→　　皮膚感覚が鈍くなる。

次いで「足腰」が衰える。動物は動けなくなったらお仕
舞いだ。かのアリストテレスが言っている。「生きている
ということは，動いているということ」（Life is motion）
八十路坂では，「五感・五官」と「足腰」の衰えを如何
に遅くするかが，大事だ。人生百年の時代。その対策とし
て次の三つを実践している。
（１）俳句
　句作には「五感・五官」をフル回転させる必要があ
る。そのことが右脳の強化鍛錬にもなり柔らかい頭で
いつまでも惚けないと言われている。

（２）スクワット30回と近隣散歩
（３）親族及び友人との交流（接触交流と非接触交流）
　コロナ禍のため，接触交流より非接触交流が多く
なっている。非接触交流はLINE交流でやることが多
い。

唐渡興宣先生の学恩
杉　本　龍　紀　

（昭和57年学部卒，平成３年博士後期課程単位取得退学）

あの時代末期の性だったのか，経済学部の所属ゼミ選択
のときマルクス『資本論』を読解することだけを考えてい
ました。唐渡興宣先生は，マルクスを読むための知識も素
養も欠ける私をゼミ生として認め，学部・大学院・助手時
代を通してご指導いただきました。ゼミの記憶として，拙
い報告への数多くの指摘（多くは読みの浅さと視野の狭さ
の指摘）とともに，ゼミの上級生，変人？ばかりだった先
生門下の院生・助手とのゼミ内外での刺激的な議論も印象

的でした。そのなかで大学院に進学
して，先生のご専門である恐慌論を
追求しようとの意思を固めました。
しかし，私は不肖の弟子でした。
機会があって旧ソ連のモスクワで１
年半ほど留学をしました。当時は旧
来の体制の歪みとその骨化が深刻化
し，後のペレストロイカへの胎動が
始まり，帰国直後には共産党書記長にゴルバチョフが就き
ました。歴史的転換期を感じて帰国した私は，指導教官で
ある先生に断ることもなく，ソビエト社会主義体制の研究
へと対象分野を変えてしまいました。先生の専門分野とは
大きく異なることもあってか，研究の進行状況を細かに
チェックするよりも，直接には関係が薄い分野の研究に積
極的に触れるよう導き，私の狭隘な視野を広げてください
ました。研究の焦点をロシア革命期における労働現場の歴
史に絞ったとき，「無名の人々，歴史の名が残らない人々
の営為を言語化・表現し歴史に位置づけることがなすべき
ことだ」とのお考えを示されました。この視座は，その後
の私にとって先生から受けたなかでも何よりの学恩となり
ました。
現在は高等教育の末端にあるといえる地方の小規模短大

（釧路短期大学学長）に勤務しています。圧倒的多数の学
生たちは「歴史に名が残らない人々」として生きるでしょ
う。しかし，それに，ときにはそれにこそ意味があるのだ
と伝え続けています。

石垣ゼミの古き良き時代を語る
田　中　利　男　（昭和50年卒）

石垣先生は，ロマンスグレーでスタイルが良くお洒落で，
ゼミ生とも気さくに接してくれる方でした。
ゆるゼミと評判（？）だったせいか，昭和48年のゼミ同
期は何と男子14名（前年までは６名程度）で女子はゼロ（そ
の頃の経済学部は女子は毎年３人程度でした）。
ゼミの内容は，３年の時は，ケインズ「雇用，利子およ
び貨幣の一般理論」日本語訳の輪読でした。４年の時は，
石垣先生がオーストラリアの名門ニューサウスウエールズ
大学に客員教授として赴任した為，学生が自主的にテーマ
を考えて，論文風に纏め相互に厳しく論評していました。
先生は帰国後，全員に『優』をくれました。
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ゼミ生の中には，雀荘みず木（50年前は，そば店ではな
く）から直接出席する２名を始め，学部内ソフトボール大
会に“４番を打たせろ”と急に現れるK君（大学７年まで遊
学し地元新聞に“インド紀行”を連載した），先生宅で飲み
すぎた者等『ゆるゼミ』を謳歌していました。でも，ゼミ
出席率もコンパ参加率も高く，纏まりがありました。毎年
３名位しか及第点を貰えない白井先生の「国民所得論」を
見事トップで通過するなど真面目な面もありました。
先生はいつも“海外に行け，世界に目を向けろ”とゼミ生
を諭していました。経済面での面倒見も良く，１ドル360
円の時から，経済的に厳しい学生にも留学支援の道を開い
ていました。私たちの時は，新渡戸稲造氏も留学した名門
ジョンズ・ホプキンス大にY君が留学，北大経済学部と交
流の深いポートランド大にS君が留学しました。
我が『ゆるゼミ』の圧巻は，総代が出た事です。学生運
動も収まり，数年ぶりに体育館で卒業式が行われ，経済学
部の総代は，真面目で几帳面なM君，総代次点には物静か
なW君，候補３番目は留学から帰国したY先輩，成績上位
３名が石垣ゼミ，先生は教授会で注目されたそうです。
今やこれらのメンバーも全員古稀を超えましたが，『ゆ
るゼミ』を卒業した多士済々な面々の交流は今も続いてい
ます。

昭和50年卒業の頃

東京の役人が思うこと
滝　沢　祐　介　（平成11年卒）

JR北海道，NHK，サッポロビールを経て，東京都庁で
政策担当課長として知事・副知事の指示を受け政策を立案
する仕事をしています。
職業柄，北海道の課題にも強い関心を持っており，全国
を遥かに上回るスピードで進む少子化，農林水産業の担い
手激減，夏の暑さ対策など，政策展開のアイデアをよく考
えています。

中でも，地域の足や物流の確保は重要な課題であり，東
京も他人ごとではありません。私自身，個人的に国内外の
公共交通を視察するなど日々勉強しており，北海道ででき
ることを自分なりに３つのポイントにまとめてみました。
① JR北海道の道有化・上下分離
道は，国（鉄道・運輸機構）からJR北海道の全株式を
取得した上で，線路・用地などのインフラを公有化し，
経営安定基金や国の交付金等を活用して維持管理を担い
ます。JRは列車の運行と関連事業に集中し経営自立を
目指します。並行在来線（函館～小樽）や黄色線区の存
続については，このスキームを前提に議論のやり直しを
行います。
② 全道パターンダイヤ
全ての交通機関を等時隔で運行し接続を取ることで，時
刻表を気にせず公共交通を使えるようにします。スイス
では鉄道・船・バス・ロープウェイなど全てのダイヤが
接続し，利用を伸ばしています。運行頻度を上げても，
自動運転や安全対策への投資によりコストは抑えること
は可能です。
③ 新幹線版LCC
新幹線は非常に高い輸送能力があり，現在の想定需要で
は能力を持て余します。フランスのOUIGOのような新
幹線版LCCを運行し価格競争力（首都圏まで片道１万円
程度）を持たせることで新たな需要を喚起し，札幌延伸
の経済波及効果をさらに高めます。
北海道は産業構造や環境が他県と大きく異なり，地理的
にも独立しているため，道独自の基準・価値観で政策を展
開することが可能です。今は東京に身を置いていますが，
道民の幸せに資する政策の実現に向けて経験や知見を活か
すチャンスがあれば，と強く思っているところです。

夏の暑さ対策についてパリ市と意見交換

「札幌農学校」で繋がる縁
堀　　和　寛　（平成20年卒）

年に数回，札幌市中央区の盤渓にある「盤渓農場」で農
場づくりの手伝いをしている。昨年は，盤渓の山の中にあ
る斜面を切り崩し，土を盛るなどして地面を均したうえで
牧草の種を巻くという作業をした。夏には「道産子」の通
称で知られる馬を盤渓農場の敷地内に放牧した。馬たちは，
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森林活性化の妨げになるようなササ
を食べてくれるとともに，自由に歩
き回ることで地面を耕してくれる。
今年は，農場を取り囲むように鉄パ
イプを数百本設置し，そこに網をか
けることで牧柵をつくるという作業
をしている。将来的には，この土地
に広く牧草を育て，そこに乳牛を放
牧することを目指している。
実はこの盤渓農場，北海道大学の前身「札幌農学校」の
名前を冠するクッキーの製造・販売で有名な製菓企業グ
ループが運営している。自然の中で健康的に育った鶏や乳
牛が生み出す卵や牛乳を使用しておいしいお菓子をつくる
という構想である。そして私自身も，その製菓企業グルー
プに勤めている。
2008年（平成20年）に北海道大学を卒業し，その後約13
年間は金融機関に勤務した。全国各地や海外での勤務を経
て，2021年，コロナ禍を機に家族が暮らす札幌にUターン
として戻ってきた。現在は，こうしてたまに大自然に触れ
るとともに，北海道の製菓企業として成長を遂げることで
地元である北海道に貢献することに面白さを感じている。
「札幌農学校（＝北海道大学）」が繋いでくれた縁に感謝し
たい。

強く，しなやかに
藤　崎　理恵子　（平成22年卒）

2010年に経済学部を卒業
し，東京電力に勤務して15年
目になります。東日本大震災
と福島第一原子力発電所の事
故，分社化，小売全面自由化
…「激動」という言葉がぴっ
たりな電力業界に身を置くこ
とに，難しさや苦しさを感じ
ることもありますが，自身の
仕事が暮らしや産業を支えて
いるという誇りと使命感を持
ちながら，日々の仕事に邁進
しています。
2022年より，再生可能エネ
ルギー大量導入時代における安定供給の鍵を握るデマンド
レスポンスのサービス企画・運営に携わっています。大学
で学んだ経営学や会計学の知識が活かされることも多く，
そのたびに大学での学びに感謝しています。
また，卒業後も所属していた久保ゼミの仲間と触れ合う
機会があり，同窓生の活躍に刺激をもらっています。

先行きが不透明な時代ですが，大学での学びと繋がりも
原動力にしながら，強くしなやかに，時代を駆け抜けてい
きたいと思います。

転職？
酒　井　　広　（平成22年学部卒，24年修士修了）

病院に毎日通っている。通院しているわけではない。
生来の怠癖から，「何がしたいか」と同じくらい「何が
したくないか」を考えながら，流（さ）れるように生きて
きた。結果として，入学して以来19年間，そのほとんどを
北大で過ごしている。
学部では宇田ゼミ一期生，大学院では初の（？）指導学
生として，概ね幸せで能天気な学生時代を過ごした。朗ら
かで自由闊達な，それでいて論理明白な師の研究指導に加
え，当時の研究科では，経営学を専門とする教員が合同で
学生の指導に当たる「合同ゼミ」が行われていた。「研究
とは」，「研究者とは」何かを垣間見せてくれる得難い経験
であった。
事務職員となった動機は不純そのもの。研究者の道を諦
め，生活するために働かなくてはならなくなったこと，そ
れでも，大好きな北海道と北大に居座りたかったことであ
る。ことは上手く運び，以降，全学的な教育制度を企画・
運営する「学務部」，大学全体の運営を担う「総務企画部」
に配属され大学という仕組みの大きさを知った。一方，大
学の主役である学生や教員は，日々目の前にはいなかった。
ところが，この春，「大学」から「病院」へ。ほぼ，転
職である。ついでに職責も増えた。これまで目の前にいな
かった患者や教員という「顧客」が，毎日のように困りご
とを抱えて現れる。できることとできないことを秤にかけ
ながら，少なくとも誠意だけは伝わるように仕事を進める
日々。
そういえば，キャリアとは，期せずして変化していくも
のだと散々，教科書に書いてあった。なるほど，こういう
ことか。10年経って得心した。
まがりなりにも専攻した経営学の「組織論」。職場では，
毎日のように大学院で得た知識が事例として目の前を通り
過ぎていく。いつか，「理論」と「実践」の架け橋となる
ような仕事ができたら。そのときは，学位取り直そうかな，
なんて。

悲願の学内テニス大会初優勝（総務企画部）

お伊勢まいりでご利益を

Hokkaido University Faculty of Economics 11

北大経済学部　同窓会報



― ―  在校生在校生からからののたよりたより ― ―

北大で，のびのびと過ごして
樋　口　友　淳　（経済学部４年）

高校時代までを過ごした香川
県から北海道へと移り住んで４年，
現在は深山ゼミで経営学を学んで
います。
大学では，２年時から徐々に
対面での講義が始まり，学部や
サークルの友人とともにキャンパ
スライフを楽しむことができまし
た。講義後，友人たちと行った甘
味巡りや昼食ルーレット，試験前
の勉強会など，何気ない時間の１
つ１つが大学生活の貴重な思い出
になっています。

私が大学で経験した思い出の一つに，さっぽろ雪まつりでの市
民雪像制作があります。私が所属する「自然に親しむ会『野客』」
のメンバーとともに，寳金清博北大総長の像を制作しました。経
験者０人，試験期間と雪像制作期間の重複，突然の吹雪，等いろ
いろなハードルが次々現れ，雪像を作る難しさにめげながらの挑
戦ではありましたが，なんとか寶金先生の像を形にすることができ
ました！2024年のさっぽろ雪まつり来場者数は176万人。非常に多
くの方に雪像を見てもらうことができ，嬉しい気持ちでいっぱいで
す。
また，私の大学生活を彩ってくれたもうひとつの存在に，馬が
います。初めてこの目で見たウイニングチケット号をはじめ，これ
までターフを湧かせた数々の名馬に出会ってきました。馬たちの可
愛らしさや凛々しさを間近に感じられる牧場巡りは，私の中で本当
に幸せな時間です。馬が好きな気持ちが転じて，学生時代は引退
馬保護活動を行っていました。就職も馬の血統登録や引退馬支援
を仕事とする職業に就くことになり，今後より密接に馬と関わって
いきたいと思っています。

会計大学院に進学して
宮　本　桜　桃　（会計大学院２年）

【会計大学院に進学したのは】
私が会計大学院に進学したのは，①
会計士試験の受験仲間をつくるため，②
会計士としてのクオリティを上げるため，
この２点でした。①については，学部時
代から会計士の受験勉強をしておりまし
たが，周りに受験仲間がおらず，モチベー
ションの維持や勉強の進捗状況の把握が
困難となっていました。会計大学院に進
学することで，同じ目標に向かう仲間と出会い，切磋琢磨できる環
境が生まれることを期待し進学しました。実際に，同年に合格を
目指していた仲間の存在は大きく，辛い受験勉強期間を互いに支

え合いながら，切磋琢磨することができました。彼らのおかげで
合格できたといっても過言ではないくらい感謝しています。②につ
いて，会計士を志望する人数は年々増えており，その中で自らを
一歩進めることが必要と考えておりました。そこで，会計大学院
で会計学などを学問としてより深く学び，そこで得た知見や経験
を，実務の場で活用できるようになりたいと思い進学しました。
【大学院での生活は】
学部３年生から会計士受験勉強を始めたため，ほとんど「学生っ

ぽい生活」をせずに月日が流れてしまいました。学部時代ほどの
体力や元気はありませんが，院の仲間と飲みに行ったり，アルバイ
トをしたり，友達と遊んだり，と勉強以外でもとても充実しており
ます。
【会計士に合格するための勉強ぶり】
私は要領がよくないので，毎日１日中研究室に引きこもって勉強

していました。朝昼夜ごはんは研究室隣のラウンジで食べ，お風
呂と寝るためだけに家に帰っていました。おかげで，朝掃除をし
てくださる清掃員の方と仲良くなることができました。振り返って
みると，もうあのような生活はできないと思います。

社会に貢献できる研究を
汪　　天　昊　（経済学院博士後期課程２年）

私は汪天昊と申します。中国湖北省宜昌
市出身で，現在北海道大学経済学院の博士
課程２年に在籍しています。2021年４月に
修士課程に入学し，北海道大学での研究生
活をスタートしました。
私が北海道大学を選んだ理由は，その名
声と素晴らしい環境です。北海道大学は世
界的に知られた名門であり，美しいキャン
パスや充実した教育・研究施設があります。
そして何よりも，私の研究テーマに深く関わる早川仁先生に指導し
ていただけることが最大の魅力でした。
私の研究テーマは，経済学の視点から暗号通貨に関する理論的

な分析を行うことです。具体的には，ゲーム理論，オークション理
論，メカニズムデザインなどの手法を駆使して，暗号通貨のイン
センティブメカニズムや取引手数料システム，そしてマイナーの戦
略について探求しています。この分野は暗号理論やサイバーセキュ
リティとも関連しており，コンピュータサイエンスと経済学の学際
的な研究に位置する非常に興味深い分野です。
早川先生のご指導のもと，私は日々新たな知見を得ながら研究

を進めています。今年の５月には，経済学院の学会発表奨励制度
を利用して，日本経済学会の春季大会で研究成果を発表する機会
を得ました。多くの有益なフィードバックをいただき，研究の質を
さらに高めることができました。先生の指導と経済学院の支援に
は心から感謝しています。
さらに，北海道大学では博士学生への経済的支援も充実してお

り，これにより私は研究に専念することができています。研究に疲
れた時には，札幌の美しい公園を散策したり，周辺の観光地に日
帰り旅行を楽しんだりしています。北海道の豊かな自然に触れる
ことでリフレッシュし，新たなエネルギーを得ることができます。
今後も北海道大学経済学院の一員として，新しい知見を探求し，
社会に貢献できる研究を続けていきたいと思います。
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昨年11月11日，５年ぶりに文系４学部合同の同窓会を開
催いたしました。平成30年秋以降，コロナで中止を余儀な
くされておりましたが，久しぶりの開催となりました。
講演会は小口法学部会長（日本原子力研究開発機構理事
長）に「日本のエネルギー政策」をお願いしました。
懇親会は，幹事学部の経済学部永松会長開会あいさつ，
奥野法学部前会長の乾杯でスタート，札幌よりお見えの久
保田経済学研究院長に本学の状況などをご説明いただき，
盛会に終了できました。
また，本年５月19日に東京同窓会主催のジンギスカン
パーティーを国営昭和記念公園（立川市）で開催しました。
今回は「鉄板焼き参加者ギネス記録に挑戦」と銘打っての
一大イベント。従来の鉄板焼き記録は群馬県での277人で
したが，当日の参加者は何と798人と大幅な記録更新とな
りました。このギネス記録快挙は，北海道新聞一面のみで
なく，関東地区の新聞にも取り上げられました。

東京同窓会ジンパは，2013年に第１回が開催され，場所
は東京お台場，参加者300名でスタート，常松実行委員長（経
済・H20年卒）の発案によるものでありました。途中コロ
ナ禍で中断しましたが，今回９回目は，上満実行委員長（経
済院・H27年卒）が務めるなど，これまで経済学部OBが
中核となって運営されてきました。当日は，寶金総長にも
ご参加頂き，世界記録達成をジンギスカンとビールで祝い
ました。長年，サッポロビール社にビール協賛提供を頂い
てきましたが，ここでも経済OBの陰のご協力がありまし
た。東京同窓会では来年もジンパを開催予定ですので，ど
うぞお誘い合わせの上ご参加下さい。お待ちしております。
（文責S.51年卒 前経済学部東京同窓会長 陣谷義直）

５年ぶりの文系４学部合同東京同窓会を開催

東京同窓会事務局長　菅　埜　　誠　（昭和52年卒）

第41回　北大経済学部法学部対抗ゴルフ大会第41回　北大経済学部法学部対抗ゴルフ大会
　今年も「伝統の一戦」が６月29日（土）晴天の札幌エルム
CCにて盛大に行われました。
　初心者クラスからプロ級まで，集まったのは21名（うち経
済学部16名）。猛暑の中，日頃の練習の成果を存分に発揮しプ
レーを楽しみました。
　プレー後の表彰式では，経済学部参加者全員に勝利チーム
賞が配られました。優勝は仁川勲さん（S48年卒，早川泰ゼミ），
準優勝は宮本裕司さん（S50，鎌田ゼミ），３位は西澤明広さ
ん（S60，黒田ゼミ）とブービーも含め経済学部が“独占”しま
した。
　因みにベスグロは84，平均スコア98，100以上叩いた人は８
名でした。
　参加者は和気藹々の交流後，たくさんの賞品を手に帰路に
つきました（本大会には毎年両学部同窓会より協賛金を頂い
ております）。
　現在OB，OGに対し広く仲間を募集しております。今回は初

参加者も４名と会員の裾野が広がり若干若返りました。ダブ
ルペリア方式ですのでお気軽にご参加ください。転勤で札幌
勤務になった，定年で移住してきた，等々の方はぜひご連絡
ください。
　来年も６月の最終土曜に開催の予定です。

（文責　岩本栄一　昭和49年卒）

今年も経済学部の圧勝でした！
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その１　出前講義
　一昨年から同窓会では学生の就職支援に向けての初めての
試みとして，出前講義を始めました。コロナ禍のおりに学生
支援として同窓会で何ができるかと検討した結果，物資の支
援を行い大変好評をえました。その折りに学生たちにアン
ケートをとり，学生支援として何を希望しているのか調査し
ました。その結果一番多かったのが就職支援でした。何が学
生にとって有効かいろいろ話し合った結果，２年生向けの授
業を使わせていただき，経済学部，経済学研究科の同窓生に
依頼し４回の出前講義を学生たちに提供していくことにしま
した。昨年はその第２回目です。

第一回　椿　夏葉さん（平成30年学部卒，令和２年修士修了，橋本ゼ
ミ）　PwCコンサルティング合同会社
「ビジネスコンサルとして生きる：

学生時代から繋がるもの」

　椿さんからはまず会
社の紹介とご自身のコ
ンサルタントとしての
仕事の説明があり，コ
ンサルタント業務のス
キルや簡単な疑問など
多角的なプレゼンが行
われました。また，ご
自身の学生時代は「時

間と元気がある間にいろいろな国に行く！」を目標に20カ国
以上を訪れたこと，バイト・留学・ボランティアといった“人
と関わる”ことの大切さ，就活も一人で悩まず誰かと一緒に
考えていくなどさまざまな経験とアドバイスを学生に向けて
語ってくださいました。学生たちに課した課題は「（社会に
出て働く際）自分の専門性を活かせることと，価値観が合う
こと，どちらを重視しますか？　またその理由を教えてくだ
さい．」でした。

第二回　坂上　遼馬さん（平成27年卒，平本ゼミ）　株式会社感動い
ちば
「大学卒業≠就職 

“なぜ働くか”を大学時代に考えてみよう」

　坂上さんからはまず最初に平本ゼミのことと現在の会社と
のご縁のことなど語られ，次に会社の紹介，ご自身の就活な
どをプレゼンされました。大学時代にアルバイトで出会った

会社への就職，その頃
のご自身の考えたこと
など丁寧に説明されま
した。「自分が働くこ
とで喜んでいただける
人を何十人，何百人，
何千人，何万人と増や
したい！」をモットー
に多様な選択肢がある

就職活動について述べられました。学生たちへの課題は「今
日の講義を聞いて①興味深かった点および興味深かった理
由，②「働くこと」への考え方，の２点について，出来るだ
け具体的に述べてください」でした。

第三回　永井　優斗さん（平成27年学部卒，平成29年公共政策
大学院修了，板谷ゼミ）　フューチャー株式会社　HealthCare 
Innovation Group　シニアコンサルタント
「ITコンサルタントと考えるキャリアプラン」

　永井さんからはまず
会社の説明があり「IT
コンサルタント」とは
何かご自身の多様な
キャリアも含めプレゼ
ンいただきました。そ
の後学生時代のお話し
として今もライフワー
クとしている競技ディ

ベートとの出会い，大学院進学，就活時に何を考えたかなど，
学生たちに就活のノウハウも含めさまざまな観点から提起を
いただきました。学生たちへの課題は「①講義の内容につい
ての感想を自由に記載ください。②フューチャーという会社
について，どう思ったか，自由に感想を記載ください。③リー
ディングリストの本（どれでも１冊）を読んだ感想を自由に
記載ください。」でした。

第四回　佐々木　康平（平成21年学部卒，平成23年公共政策大学院
修了，佐々木隆ゼミ）　内閣府政策統括官（経済財政分析担当）付参
事官補佐（総括担当）
「官庁エコノミストの仕事」
※オンラインで行われました

　佐々木さんからは学生時代の簡単な自己紹介と「マクロ経
済を自分の生涯の仕事」にしたいと考えたことなど語られ，
その後「内閣府」の仕事についての説明とご自身の仕事「経
済財政政策の企画立案等に関する業務」についてプレゼンさ

学生支援の新たな取り組み
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れました。わ
かっているよ
うでわかって
いないキャリ
アの仕事の多
様性を学生た
ちはうかがう
ことができま

した。学生への課題は「講義を受けた所感と，今後どのよう

その２　北海道の経済を活性化さ
せるための地域経済活性
プラン　コンテスト

　2023年11月16日
（木）経済学部同窓
会主催「北海道の経
済を活性化させる
ための地域経済活
性プラン」プレゼン
が開催されました。
　同窓会が学生支
援の一環として一

昨年から取り組んだ企画です。昨年は11組の応募があり，厳
正な事前審査の結果７組がプレゼン発表に進みました。
　プレゼン10分，質疑応答５分による知力の戦いを５名の審
査員（久保田学部長，高木教務委員長，助教の中西先生，社
会人からはAS２年中小企業診断士の尾野さん，札幌市市議
会議員の波田さん）とオーディエンス（Zoomからも）たち
が見守りました。
　結果は残念ながら最優秀賞賞金10万円に達したチームは出
ませんでした。最優秀賞（５万円）　髙井チルドレン（３年
２名，修士１年１名），優秀賞（３万円）　チームＫＡＲＭＡ
Ｔ（３年１名，４年１名），審査員賞（２万円）　チーム植田

（３年２名）の３チー
ムが受賞し賞金を
Getしました！
　内容はワーケー
ション関係が３組，
農業関係が２組，空
の旅の活用，アート
と観光などさまざま
なアイデアが提示さ
れました。審査員の
先生たちからは受賞
を逃したチーム，入
賞したチームそれぞれに評価された点，改善点など詳しい講
評がありました。
　全般的に「活性化」についてきちんと述べているチームが
なかったのが残念ですが，昨年よりレベルアップの手応えも
あり同窓会では以降
もこの支援を続けて
いきますので，是非多
くの学生に参加いた
だき，このイベントを
卒業生と一緒に盛り
上げていただけたら
と考えています。

「園信太郎賞」を創設し，賞金５万円を授与することとしま
した。
　昨年12月には学部４年の葛翔さんが１級の統計数理に合格
し受賞第１号として賞金５万円を授与されました。５月には
学部３年の村松英泰さん
が準１級の統計検定に合
格し，同様に受賞されま
した。
　難関といわれる検定で
すが是非たくさんの学生
がトライし統計のレベル
を押し上げてくれること
を期待します。

その３　園信太郎賞について
　同窓会では長年本
研究院で統計学の研
究と教育に取り組ま
れた園信太郎名誉教
授から学生支援のた
め100万円を寄付い
ただきました。協議
の結果，統計検定準
１級以上の合格者に

に学生生活を過ごし，将来仕事をしていきたいと思うかにつ
いて述べてください」でした。

　講義はたくさんの学生からの質問もあり，活発な交流が行
われました。今年も４名の同窓生に依頼しています。今後長
く続けていきたいと考えておりますので，是非自薦，他薦問
いませんので，学生たちに就職の現状などいろいろお話しい
ただける方がいらっしゃいましたら，事務局までご連絡下さ
い。（時期は10月から12月を予定しております）
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・ 昨年度も就職状況は変わらず好調を維持しているようです。大企業
からベンチャー企業，比較的新しい企業などその進路も多彩です。
・ 同窓会も今後よりいっそう在学生の就職支援のあり方を模索してい
きたいと考えます。
　 卒業生のみなさまにおかれましても，さまざまな場で在校生に会わ
れましたら，気さくに声がけし，相談にのっていただけたらと思い
ます。北大生は東京や大阪などの学生たちに比べて少し「奥手？」
なところがありますが，ぜひその持っている「力」を引き出せるよ
う，ご支援をお願いいたします。
・ 就職率（就職希望者が分母）は昨年より学部は増えました。一方修
士は微減しています。会計大学院の就職率は100％に達していま
す！学部が98.7％，修士が83.3％，会計大学院が100％，博士が
100％。（進学率は学部約10％，修士９％）

＊＊＊学部＊＊＊
【 5名】札幌市（昨年来から最多です）
【 3名】日本生命， 北海道労働金庫
【 2名】みずほ銀行，三菱UFJ信託銀行，北洋銀行，信金中
央金庫，北海道電力，パナソニック，日本電気，日立製作所，
日本航空，ニトリ，山﨑製パン，TOPPAN，アイリスオー
ヤマ，北海道財務局，札幌国税局，東京都庁
【 1名】北海道銀行，三井住友DSアセットマネジメント，トヨタ
ファイナンス，明治安田生命保険，アフラック生命保険，日本政
策金融公庫，さくら損害保険，北陸銀行，大樹生命保険，野村
信託銀行，三井住友信託銀行，三井住友銀行，商工組合中央金
庫，三井住友海上火災，あいおいニッセイ同和損害保険，東京海
上日動あんしん生命保険，住友生命保険，東京海上日動火災保
険，野村証券，INPEX，住友林業，フジタ，五洋建設，渡辺パ
イプ，日本冶金工業，ダイキンファインテック，本田技研工業，
パナソニックハウジングソリューションズ，積水化学工業，プリ
マハム，トヨタ自動車北海道，YKK，キーエンス，旭化成，三
菱電機，キヤノンメディカルシステムズ，六甲バター，川崎重工
業，住友化学，日立ハイテク，守谷商会，富士電機，東芝テック，
カワテックス，東京電力，北陸電力，電力広域的運営推進機関，
CROTRA，エス・エム・エス，いえらぶGROUP，カプコン，楽天，
SFIDA X，東日本電信電話，北海道新聞社，ビザスク，NTTデー
タ，オプロ，バルテス，西日本旅客鉄道，オービック，商船三井，

SCSK，野村総合研究所，東日本高速道路，北海道旅客鉄道，電
通国際情報サービス，フレーベル館，全日空商事，三菱商事，ア
スクル，加賀FEI，山田コンサルティング，クリーク・アンド・
リバー，東京センチュリー，日本駐車場開発，EY新日本有限責
任監査法人，電通，アビームコンサルティング，東京セキスイハ
イム，ベイカレント・コンサルティング，ビジョンコンサルティ
ング，内山鑑定，IBJ，ホワイトエッセンス，ベルシステム24，
函館中央病院，北海道農業協同組合中央会，リンクアンドモチベー
ション，明光ネットワークジャパン，日本年金機構，財務省，金
融庁，特許庁，厚生労働省東北厚生局，北海道庁，埼玉県庁，地
方防衛局，北陸財務局，札幌高等裁判所，函館地方検察庁，松山
地方検察庁，大阪国税局，世田谷区役所
＊＊＊修士＊＊＊
【 2名】アクセンチュア，富士通
【 1名】
日本経済研究センター，Tieto Evry Sweden，ソラスト，デロ
イトトーマツ，SMK，シーエーシー，六元素情報システム，
AKKODiSコンサルティング，北海道財務局，深圳順豊泰森控
股（集団），中国青島海信集団，ニトリ，Bitmain Technologies，
SPIC Zhejiang Electric Power，野村證券，三井住友信託銀行
＊＊＊会計大学院＊＊＊
【 2名】吉岡経営センター
【 1名】KOKUSAI ELECTRIC，トヨタ自動車，オプティム，ク
ラウドワークス，大和証券，大和ハウス工業，監査法人やまぶき，
吉岡経営センター，EY新日本有限責任監査法人，税理士法人G.C 
FACTORY，Ridgelinez，さくら総合会計，あずさ監査法人，有
限責任監査法人トーマツ
＊＊＊博士＊＊＊
北海道大学大学院経済学研究院

就 職 状 況

恩師の異動

・永年，経済学研究院・経済学院・経済学部の教育や研究に尽力
された先生方が当大学を去られました。
　教授　三橋　葉子→立教大学法学部　特任教授
　准教授　樋渡　雅人→東京大学大学院総合文化研究科　准教授
各先生方のいっそうのご活躍とご健勝を心からお祈りいたします。

令和 6年 3月

■本　　社 〒670－0948 兵庫県姫路市北条宮の町172
TEL 079－284－1380

■東京支社 〒110－0016 東京都台東区台東4－18－7 シモジンビル5F
TEL 03－3832－6381

（12）

https://salat.co.jp

同窓会サポート企業
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ぜひ，ご参加ください
今年もホームカミングデーが開催されます。

みなさま，是非ご参加下さい。
同日に経済学部同窓会総会と懇親会を開催いたし
ます。（総会はオンラインでも参加できます）
日　時： 9月28日（土）　総会 午後4時10分から約1時

間，懇親会　午後5時半から1時間半ほど
会　場： 総　会　人文・社会科学総合教育研究棟

　　　　W102教室
懇親会　 北海道イタリアン ミアボッカ  

札幌駅北口店
（北区北7条西5丁目，会費  4,000円を予定）

出席希望の方は9月17日（火）までに事務局まで「氏名，卒業
年，住所，メールアドレス」をメールにてご連絡ください。懇
親会のキャンセルは基本受け付けられませんのでご注意下
さい。
事務局　 メールアドレス

dosokai@econ.hokudai.ac.jp　
tsuka@jimu.hokudai.ac.jp（同報願います）
TEL 011-706-4113

　いじめがもたらすダメージはとても大きく、根深いです。
そして当事者だけでなく、時間や空間を共にする周りの人
たちにも、強いダメージを与えます。だからこそ、いじめを
止めたいと思う反面、行動することで被害が悪化したら、
さらには自分に被害が生じたらと、躊躇してしまいます。
　いじめを前にしたとき、私たちはいったい何ができるの
でしょう。本講演では、発達心理学を専門とし、思春期に非
行やいじめ、不登校やひきこもりといった問題が生じる謎
について研究されてきた加藤弘通氏を話し手に、社会的マ
イノリティーとされる人たちの悩み・苦しみを、記者として
代弁されてきた泉優紀子氏が質問を投げかけます。この対
話を通じて、思春期という発達過程でのいじめの特徴と、
いじめが深刻化する前に私たち一人ひとりができること
を、皆様と一緒に探ってゆきたく思います。

2024年9月28日土
 14：00～16：00

　2013年、北海道大学大学院教育学
研究院に着任。専門領域は発達心理学。
思春期、問題行動、いじめ、自尊感情、学
級の荒れ、規範意識、といったキーワー
ドで示される調査研究を広く実施してい
る。著書に『子どもの発達が気になった
らはじめに読む発達心理・発達相談の
本』（加藤弘通・岡田智共著、ナツメ社、
2019年）など、多数。北海道新聞に連載
中の、小中高生とその保護者に向けた
「悩みごとナビ」の執筆者としても活躍。

　2019年、北海道放送株式会社に入
社。以来、報道部に所属し、現在は札幌
市政キャップ。五輪招致など市政取材に
向き合う傍ら、教育・福祉・医療に高い関
心を寄せ、セクシャルマイノリティなどの
テーマも取材。2023年に、ドキュメンタ
リー『性別は誰が決めるか～「心の生」を
みつめて』で、過去1年間の放送の中か
ら優れたテレビ、ラジオ番組等に贈られ
る、第49回放送文化基金賞ドキュメンタ
リー部門で最優秀賞を受賞。

問い合わせ先 ： 教育学事務部庶務担当
TEL：011-706-3965　E-mail：shomu[at]edu.hokudai.ac.jp
※[at]を@に変更のうえ、メールをお送りください （ご連絡等はE-mailでお願いします。）。

定員

会場

日時

200人（事前予約+当日受付）

人文・社会科学総合教育研究棟
W103教室   

（北海道大学大学院教育学研究院　准教授）

加藤　弘通 氏
（HBC北海道放送　記者　2018年度教育学院修士課程修了）

泉　優紀子 氏

講演・登壇者紹介

創基150周年カウントダウンイベント
北海道大学ホームカミングデー2024　公開シンポジウム

話し手 聞き手

主催 ： 文学部・教育学部・法学部・経済学部
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いられない人たちへ
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通氏を話し手に、社会的マ
悩み・苦しみを、記者として
問を投げかけます。この対
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ち一人ひとりができること
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2024年9月
 14：00～16：00

定員

会場

日時

200人（事前予約+当日受付）

人文・社会科学総合教育研究棟
W103教室   

通
院修士課程修了）

泉 優紀泉　優紀子 氏

講演・登壇者紹介

聞き手

オンラインでも同時配信します。
参加者（来場、オンライン）の事前予約を行います
（申込期間：9月2日（月）～19日（木）17時）。
当日参加も受け付けます。

寄附
方法

北海道大学広報課卒業生・基金室 〒060－0809　札幌市北区北９条西６丁目　北海道大学百年記念会館内
TEL 011-706-2017 FAX 011-706-2010   E-mail kikin@jimu.hokudai.ac.jp

個人の方▶URL  ▶  https://www.hokudai.ac.jp/fund/ 法人・団体の方▶

2026年、北海道大学は創基150周年を迎えます。
多様な人材が持続的に新たな価値を生むキャンパスへの転換に向けた「人と人を、時を、緑を、夢を、実を、結ぶ」
をキーコンセプトとする古河講堂の改修・利活用事業や、未来社会を創造する人材育成事業「Innovation Front 
Runner（仮称）」など、次の150年を見据えた記念事業のため、2023～2026年度の4年間、北大フロンティア基
金は「創基150周年記念募金」として、皆様からのご寄附を募集しております。

お問い合わせ先

Hokkaido University Faculty of Economics 17
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TEL＆FAX　（011）706－4113
Email　dosokai@econ.hokudai.ac.jp

名刺広告を募集します
お申し込みは同窓会事務局まで
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https://www.kanehiko.jp

お か げ さ ま で 、1 0 6 年 。伝 統 の 美 味 し さ を ご 一 緒 に 。

中島  代博
（平21年 修士卒）

代表取締役社長
一般社団法人 日本かまぼこ協会 副会長

創業大正七年／札幌・二条魚町献
上
銘
鉾

賜 東宮御所献上之栄
 農林大臣賞
 厚生大臣賞
 名誉・栄誉大賞

今や北海道の野鳥を代表するシマエナガ。
その愛らしさは子供には絶大な人気です。
そのシマエナガを“かまエナガ”と名付けて
カマボコにしました。
北海道産の牛乳と道産のスケトウダラに
チーズを入れて仕上げました。
北海道のおみやげにぜひどうぞ。
一社）日本かまぼこ協会「フィッシュプロテイ
ン認証品」３０２円（税込み）
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協賛金協賛金（学生支援金）（学生支援金）ありがとうございましたありがとうございました
　「協賛金」は在学中の学生に対する勉学や研究活動の支援・環境の整備改善・
就職セミナー・学生の物資支援などに使われます。一般会費とは厳正に別管理
とし，学部長と使途を協議して有効に活用しております。
　今後とも母校後輩へのサポートをよろしくお願い致します。
　ご賛同頂いた皆様は下記のとおり（敬称略，カッコ内は卒年）

※羊群会から６万円の寄付をいただきました。
　昨年10月30日に感謝状をお贈りしました。

100万円園信太郎（名誉教授）
3 万円 鈴木正司（S.51），遠藤優作（H.30）
2 万円  南里聖三（S.42），田中利男（S.50），滝沢祐介（H.11）
1 万円  横山正之（S.33），板東幸春（S.34），小亀慶曙（S.37），井上晃一（昭38），

西本紀夫（昭38），鈴木信雄（S.39），中川原慶憲（S.41），中谷信一（S.41），
牟禮研吾（S.42），佐藤時雄（S.42），速水邦彦（S.44），佐々木邦彦（S.44），
高野一夫（S.45），湯川康史（S.47），塩谷哲実（S.47），大滝洋一（S.47）， 
濱向昭一（S.47），榎本英雄（S.47），奥村五百子（S.47），遠藤昭一（S.49），
海老原之則（S.50），鈴木　望（S.50），南　英明（S.50），北浦和憲（S.51），
宮下隆幸（S.53），熊田和仁（S.60），長縄昌弘（H.8），中村宙正（H.12）， 
渡邊勇喜（H.17），黒阪健吾（H.19），加藤雅也（H.21），並河史朗（H.24），
竹内康司（H.27），小林航也（H.30），伊藤千尋（R.3），山﨑　渉（R.5）， 
安里　翔（R.5），Harrod Emily（在）

皆様の熱い協力とご支援が必要です。何とぞよろしくお願いいたします。

令和 6年 6月期収支報告書
項　目 金　額（円） 備　　　考

収
入
の
部

前期繰越金 13,737,032 

会費収入 2,174,000 年会費，終身会費

協賛金収入 1,509,000 

広告収入 320,000 会報39号

総会収入 0 

その他収入 63,044 

計 17,803,076 

支
出
の
部

事務局人件費 862,500 

総会費用 5,984 

会報作成費 350,900 会報39号

助 成 金 46,000 優秀論文賞

協賛金からの
支 払 い 284,648 出前授業，地域活性プラン，園信太郎賞表彰
通 信 費 616,555 発送代

消耗品費 24,801 プリント関連

印 刷 費 0 

旅 費 75,280 東京同窓会出張（2名）

雑 費 31,000 

支払手数料 51,806 振込手数料負担分

計 2,349,474 

収支差額 15,453,602 次期繰越金に充当

決算は7月29日付けで小泉修一監事，久保淳司監事により決
算報告書が正確かつ適正に処理されたことを認める「監査報
告書」を受領しております。

A. 卒論表彰

B. 北海道の経済を活性化させるための地域経済活性プラン　コンテスト

C. 出前講義（交通費のみ）

D. 園信太郎賞

E. その他

皆様から頂いた協賛金（学生支援金）の使途
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会 費 の お 願 い

年 会 費　 3,000円
終身会費　30,000円

振込方法は郵便局， コンビニ， スマートフォンにて同封の
「払込取扱票」 にてお願いいたします。

なお， 協賛金 （学生支援） は郵便局のみとなりますので
ご注意ください。

編集後記
● 今年も無事同窓会報をお届けすることができま
した。40号を迎えました。
　 同窓会室の資料の中にある「創刊号」を手に取
りますと，「昭和57年８月10日発行」とありま
す。42年前です。同窓会長は大津久雄さま（昭
和25年卒），学部長は菅原秀人先生（昭和25年
卒）の同期コンビ？でした。お言葉の中に「経
済学部創基35周年を記念して同窓会会報第一号
が発行されることになりましたことは誠によろ
こばしいことであります。」と記載されていまし
た。待望の会報発行であったようです。操業を
開始したばかりの京王プラザホテルで記念事業
を華々しく行う予定であることがふれられてい
ます。
　 こうして刊行された会報が同窓会のみなさまの
努力と協力で刊を重ねてこられたことは喜ばし
く誇らしいことと思います。これからも引き続
き会報を同窓生にお届けできるように頑張って
まいります。
● 事務局も４年目となりましたが，相変わらずこ
の編集後記を書く頃はばたばたしています（毎
回同じ事を言っていますが，，，）。同窓会室は月
火水金の午後オープンしておりますので，どう
ぞお気軽にお立ち寄り下さい。同窓会報の原稿
も広告も随時募集しておりますので，お寄せく
ださい。（原稿の持込大歓迎です）
● 一昨年度から始まった新たな学生支援「出前授
業」と「地域経済活性プランコンテスト」も２
年目を迎えどちらも，たくさんの同窓生，学生
にご協力，ご参加をいただきました。これから
もみなさまのご支援が必要です。何とぞご協力
いただけますようよろしくお願いいたします。
また新たに名誉教授の園信太郎先生よりいただ
いたご寄付を元に「園信太郎賞」が創設され，
統計検定に合格された学生を表彰しておりま
す。難しい検定ですがはや２名の受賞者がでま
した。
● 今年のホームカミングデーの文系４部局合同シ
ンポジウムは教育学部が当番校です。たくさん
のみなさまのご参加をお待ちしております。昨
年に引き続きメーリングリストをこのホームカ
ミングデーのご案内として出しました。メール
アドレスを登録されていない方は，会費の振り
込み用紙に記入していただいてもけっこうです
ので何とぞ登録をお願いします。事務局に直接
お知らせいただいてもけっこうです。
● 現在の同窓会は卒業した同窓生11,941名（亡
くなった方を抜きました），学部同窓生780名，
院生同窓生238名という構成になっています。

2024/7/31　記

同窓会活動は会員からの会費収入によって成り立っております。現役の学生
を同窓会に迎えたことで財政的には一時的には余裕のある状況となりました
が，トータルでみるとまだまだ厳しいと言わざるを得ません。どうかご理解
をいただき年会費（3,000円）の継続入金または終身会費の納入をお願い申
し上げます。

協賛金は一口10,000円とし，その使途は原則全額を現役学生への支援に充て
ます。従来から行っている卒業を祝う会や優秀論文への寄付増額にとどまら
ず，ゼミ研究・就職活動の支援に使用します。

「学生支援の新たな取り組み」を経済学部らしい企画のもと，スピード感を
持って具現したいと考えております。
なお，協賛金を納めていただいた方のご芳名を同窓会報に記させていただき
ます。

また，終身会費納入者以外で直近５年間一度も年会費（3,000円）を納めて
いただけない会員に対しては，会報の送付は行いません。
どうかご理解とご協力をいただきますようお願い申し上げます。

弊社は1984年に苫小牧に設立
（当社の前身）以来、いすゞ グループ
の中の、自動車用エンジン部品、
および、トランスミッション関連部品
の生産拠点として、「運ぶ」を支えて
います。

苫小牧市にある
いすゞ エンジン製造北海道㈱には、
北海道大学経済学部を卒業された
皆さんの活躍できるフィールドがあります。

U／I／Jターン歓迎!
いすゞエンジン製造北海道株式会社
〒059-1362 北海道苫小牧市柏原1番地４
（代表）TEL 0144-55-1221
http://www.iemh.isuzu.co.jp
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